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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　交換レンズユニットによって形成された被写体の光学像から画像データを生成する撮像
ユニットであって、
　前記交換レンズユニットを装着可能なマウントユニットと、
　前記マウントユニットと間隔を空けて配置され、光電変換により前記被写体の画像デー
タを生成する撮像素子ユニットと、
　前記マウントユニットと前記撮像素子ユニットとの間に圧縮された状態で配置される複
数の弾性部材と、
　前記複数の弾性部材のそれぞれに対して同軸に配置され、前記マウントユニットおよび
前記撮像素子ユニットのうち少なくとも一方に装着され、前記マウントユニットと前記撮
像素子ユニットとの間の距離を調整する複数の調整ネジと、
　少なくとも１組の前記弾性部材および前記調整ネジと同軸に配置され、前記調整ネジを
締めていくと前記マウントユニットと前記撮像素子ユニットとの間に挟まれて圧縮される
充填部材と、
を備えた撮像ユニット。
【請求項２】
　前記充填部材は、前記弾性部材の内周側に設けられている、
請求項１に記載の撮像ユニット。
【請求項３】
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　前記撮像素子ユニットは、光電変換により前記被写体の光学像から画像データを生成す
る撮像素子と、前記撮像素子に装着されたプレート部材と、を有しており、
　前記弾性部材は、前記マウントユニットと前記プレート部材との間に挟み込まれている
、
請求項１および２のいずれかに記載の撮像ユニット。
【請求項４】
　前記プレート部材は、前記調整ネジの頭部と前記弾性部材との間に挟み込まれている、
請求項３に記載の撮像ユニット。
【請求項５】
　前記マウントユニットおよび前記撮像素子ユニットの間に設けられており、前記撮像素
子ユニットへの入射光量を調整するシャッタ装置を、さらに備えた、
請求項１から４のいずれかに記載の撮像ユニット。

                                                                                

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　ここに開示された技術は、撮像装置に用いられる撮像ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　レンズ交換式の撮像装置において、ボディマウントの前面から撮像素子の受光面までの
距離（フランジバック）を所定の長さに調整するための構成が知られている（例えば、特
許文献１参照。）。
　この調整機構は、複数の調整ネジと、複数のアジャストスプリングと、から構成されて
いる。ボディマウントを含むマウントユニットと撮像素子を含む撮像素子ユニットとが複
数の調整ネジで連結されており、両者の間にはアジャストスプリングが挟み込まれている
。アジャストスプリングの弾性力により、撮像素子ユニットはネジの頭部に押し付けられ
ている。撮像素子ユニットは、ネジを回すと、ネジの頭部に押し付けられた状態でマウン
トユニットに対して移動する。こうして、マウントユニットと撮像素子ユニットとの間の
距離を調整することができ、フランジバックを製品組立時に調整することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２１５７９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここに開示される技術は、組立時の位置調整を容易に行うことができるとともに、撮像
素子ユニットにおいて生じた熱の放熱効率を向上させることが可能な撮像ユニットを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　ここに開示される撮像ユニットは、交換レンズユニットによって形成された被写体の光
学像から画像データを生成する撮像ユニットであって、マウントユニットと、撮像素子ユ
ニットと、複数の弾性部材と、複数の調整ネジと、充填部材と、を備えている。マウント
ユニットは、交換レンズユニットを装着可能である。撮像素子ユニットは、マウントユニ
ットと間隔を空けて配置され、光電変換により被写体の画像データを生成する。複数の弾
性部材は、マウントユニットと撮像素子ユニットとの間に圧縮された状態で配置される。
複数の調整ネジは、複数の弾性部材のそれぞれに対して同軸に配置され、マウントユニッ
トおよび撮像素子ユニットのうち少なくとも一方に装着され、マウントユニットと撮像素
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子ユニットとの間の距離を調整する。充填部材は、少なくとも１組の弾性部材および調整
ネジと同軸に配置され、調整ネジを締めていくとマウントユニットと撮像素子ユニットと
の間に挟まれて圧縮される。
【発明の効果】
【０００６】
　ここに開示される技術では、組立時の位置調整を容易に行うことができるとともに、動
作中の放熱効率を向上させることが可能な撮像ユニットを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本開示の一実施形態に係る撮像ユニットが搭載されたデジタルカメラの斜視図。
【図２】図１のデジタルカメラのカメラ本体の斜視図。
【図３】図１のデジタルカメラのカメラ本体の背面図。
【図４】図１のデジタルカメラの制御ブロック図。
【図５】図１のデジタルカメラの概略断面図。
【図６】図１のデジタルカメラに搭載された撮像ユニットの分解斜視図。
【図７】（Ａ）は、図６の撮像ユニットの側面図。（Ｂ）は、図６の撮像ユニットの上面
図。
【図８】（Ａ），（Ｂ）は、図７（Ａ）等の撮像ユニットに含まれる調整ネジ周辺の断面
図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、適宜図面を参照しながら、実施の形態を詳細に説明する。ただし、必要以上に詳
細な説明は省略する場合がある。例えば、既によく知られた事項の詳細説明や実質的に同
一の構成に対する重複説明を省略する場合がある。これは、以下の説明が不必要に冗長に
なるのを避け、当業者の理解を容易にするためである。
　なお、出願人は、当業者が本開示を十分に理解するために添付図面および以下の説明を
提供するのであって、これらによって特許請求の範囲に記載の主題を限定することを意図
するものではない。
【０００９】
　（１：デジタルカメラ１）
　本実施形態のデジタルカメラ１について、図面を参照しながら説明する。
　図１に示すように、以下の説明では、通常姿勢（以下、横撮り姿勢ともいう）のデジタ
ルカメラ１を基準として、被写体に向かう方向を「前方」、被写体の反対に向かう方向を
「後方」、鉛直上方を「上方」、鉛直下方を「下方」、被写体に向かって右側を「右方」
、被写体に向かって左側を「左方」、と表現する。交換レンズユニット２００の光軸ＡＸ
は、前後方向に概ね平行に配置されている。
【００１０】
　同様に、以下の説明における「前」、「後」、「上」、「下」、「右」および「左」は
、被写体に正対する横撮り姿勢でのデジタルカメラを基準とする方向を意味するものとす
る。ここで、横撮り姿勢とは、横長矩形画像の長辺方向が画像内の水平方向と概ね一致す
る場合におけるデジタルカメラ１の姿勢を意味している。
　なお、これらの用語は、本実施の形態に係るデジタルカメラ１の使用姿勢、あるいは、
デジタルカメラ１における各構成要素の配置を限定することを意図しない。
【００１１】
　本実施形態のデジタルカメラ１（撮像装置の一例）は、図１に示すように、レンズ交換
式のデジタルカメラであり、カメラ本体１００と、カメラ本体１００に装着可能な交換レ
ンズユニット２００と、を備えている。
　（２：カメラ本体１００）
　図２、図３に示すように、カメラ本体１００（撮像装置の一例）は、撮像ユニット１２
５（撮像ユニットの一例）と、カメラモニタ１２０と、操作部１３０と、を備えている。



(4) JP 5995106 B2 2016.9.21

10

20

30

40

50

また、図４に示すように、カメラ本体１００は、カメラコントローラ１４０（駆動制御部
の一例）と、電源１６０と、カードスロット１７０と、をさらに備えている。撮像ユニッ
ト１２５の詳細構成については後述する。
【００１２】
　カメラモニタ１２０は、例えば、液晶ディスプレイである。カメラモニタ１２０は、表
示用画像データに基づいて画像を表示する。
　表示用画像データは、図４に示すカメラコントローラ１４０で生成される。表示用画像
データは、例えば、画像処理された画像データ、デジタルカメラ１の撮影条件、操作メニ
ュー等を画像として表示するためのデータである。
【００１３】
　操作部１３０は、ボタン、レバー、ダイアル、タッチパネル等で構成される。操作部１
３０は、カメラコントローラ１４０と接続されており、ユーザによる操作を受け付ける。
　カードスロット１７０は、メモリーカード１７１を装着可能である。カードスロット１
７０は、カメラコントローラ１４０から送信される制御信号に基づいて、メモリーカード
１７１を制御する。具体的には、カードスロット１７０は、メモリーカード１７１に画像
データ（静止画像データおよび動画像データ）を格納したり、メモリーカード１７１から
画像データを出力したりできる。
【００１４】
　電源１６０は、デジタルカメラ１の各部に電力を供給する。電源１６０は、例えば、乾
電池であってもよいし、充電池であってもよい。また、電源１６０は、電源コード等を介
して外部の電源から電力の供給を受け、デジタルカメラ１に電力を供給するユニットであ
ってもよい。
　カメラコントローラ１４０は、カメラ本体１００の各部を制御するとともに、交換レン
ズユニット２００がカメラ本体１００に装着されている状態ではデジタルカメラ１全体を
制御する。カメラコントローラ１４０は、操作部１３０に入力された操作情報に基づいて
デジタルカメラ１の各部を制御する。カメラコントローラ１４０は、交換レンズユニット
２００を制御するための信号を、マウントユニット１５０およびレンズマウント２５０を
介して、レンズコントローラ２４０に送信し、レンズコントローラ２４０を介して交換レ
ンズユニット２００の各部を制御する。
【００１５】
　交換レンズユニット２００は、カメラ本体１００に装着可能であり、被写体の光学像を
形成する。具体的には、交換レンズユニット２００は、光学系Ｌと、レンズ筒２６０と、
駆動部２１５と、レンズマウント２５０と、レンズコントローラ２４０と、を有している
。
　（３：交換レンズユニット２００）
　光学系Ｌは、ＣＭＯＳイメージセンサ１１０の受光面に被写体の光学像を形成する。レ
ンズ筒２６０には、レンズマウント２５０が固定されている。駆動部２１５は、光学系Ｌ
の絞りユニットやレンズ群を駆動する。レンズコントローラ２４０は、カメラコントロー
ラ１４０から送信される制御信号に基づいて、交換レンズユニット２００全体を制御する
。例えば、レンズコントローラ２４０は、カメラコントローラ１４０から送信される制御
信号に基づいて、駆動部２１５を制御する。交換レンズユニット２００により形成される
光学像は、撮像ユニット１２５に入射する。
【００１６】
　（４：撮像ユニット１２５）
　図５に示すように、撮像ユニット１２５は、マウントユニット１５０（マウントユニッ
トの一例）と、撮像素子ユニット１８０（撮像素子ユニットの一例）と、フォーカルプレ
ーンシャッタ装置１９０（シャッタ装置の一例）と、を有している。被写体側から順に、
マウントユニット１５０、フォーカルプレーンシャッタ装置１９０および撮像素子ユニッ
ト１８０が配置されている。
【００１７】
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　マウントユニット１５０には、交換レンズユニット２００のレンズマウント２５０が装
着される。
　撮像素子ユニット１８０およびフォーカルプレーンシャッタ装置１９０は、マウントユ
ニット１５０に装着されている。
　フォーカルプレーンシャッタ装置１９０は、撮像素子ユニット１８０への入射光量を調
整する。フォーカルプレーンシャッタ装置１９０は、撮像素子ユニット１８０の被写体側
に配置されており、マウントユニット１５０と撮像素子ユニット１８０との間に配置され
ている。
【００１８】
　なお、デジタルカメラ１は、マウントユニット１５０と撮像素子ユニット１８０との間
にクイックリターンミラーを有していない、いわゆるミラーレスの一眼カメラである。
　図５および図６に示すように、マウントユニット１５０は、ボディマウント１５１と、
接点ユニット１５８と、マウントベース１５２と、を有している。
　ボディマウント１５１には、交換レンズユニット２００のレンズマウント２５０をバヨ
ネット結合することができる。
【００１９】
　ボディマウント１５１は、金属で構成され、マウントベース１５２に固定されている。
　マウントベース１５２は、金属で構成され、カメラ本体１００のメインフレーム（図示
せず）に固定されている。
　交換レンズユニット２００がボディマウント１５１に装着されている状態では、交換レ
ンズユニット２００は、マウントユニット１５０によって支持される。
【００２０】
　接点ユニット１５８は、樹脂で構成され、図６に示すように、複数の接点１５９を有し
ており、例えば、マウントベース１５２に固定されている。レンズマウント２５０がマウ
ントユニット１５０に装着されている状態では、カメラ本体１００と交換レンズユニット
２００とは、電気的に接続されている。
　具体的には、図５に示すように、レンズマウント２５０がマウントユニット１５０に装
着されている状態では、接点ユニット１５８の接点１５９が、交換レンズユニット２００
の接点２５１と接触している。したがって、カメラ本体１００は、接点ユニット１５８を
介して交換レンズユニット２００とデータおよび制御信号のうち少なくとも一方を送受信
できる。
【００２１】
　図６に示すように、ボディマウント１５１、接点ユニット１５８およびマウントベース
１５２は、それぞれ開口を有している。そして、これらの開口を通ってフォーカルプレー
ンシャッタ装置１９０および撮像素子ユニット１８０に光が入射する。
　図５に示すように、撮像素子ユニット１８０は、ＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxid
e Semiconductor）イメージセンサ１１０（撮像素子の一例）と、ＣＭＯＳ回路基板１１
３と、放熱板１８６（プレート部材の一例）と、を有している。
【００２２】
　ＣＭＯＳイメージセンサ１１０は、交換レンズユニット２００によって形成される被写
体の光学像（以下、被写体像ともいう）から光電変換により画像データを生成する。ＣＭ
ＯＳイメージセンサ１１０の各光電変換素子に蓄積された電荷を読み出すことで被写体の
画像データが生成される。図４に示すように、ＣＭＯＳイメージセンサ１１０から読み出
された画像データは、ＣＭＯＳ回路基板１１３のＡＤコンバータ１１１でデジタル化され
る。
【００２３】
　ＡＤコンバータ１１１でデジタル化された画像データは、カメラコントローラ１４０に
おいて様々な画像処理が施される。ここで、様々な画像処理とは、例えば、ガンマ補正処
理、ホワイトバランス補正処理、キズ補正処理、ＹＣ変換処理、電子ズーム処理、ＪＰＥ
Ｇ圧縮処理である。
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　ＣＭＯＳイメージセンサ１１０（撮像素子の一例）は、ＣＭＯＳ回路基板１１３のタイ
ミング発生器１１２で生成されるタイミング信号に基づいて動作する。ＣＭＯＳイメージ
センサ１１０は、ＣＭＯＳ回路基板１１３の制御により、静止画データおよび動画データ
を取得する。ＣＭＯＳイメージセンサ１１０において取得された動画データは、スルー画
像の表示にも用いられる。
【００２４】
　ここで、スルー画像とは、動画データのうちメモリーカード１７１に記録されない画像
であり、ライブビュー表示における被写体のリアルタイム画像を意味している。スルー画
像は、主に動画像であり、動画像または静止画像の構図を決めるためにカメラモニタ１２
０にリアルタイム表示される。
　ＣＭＯＳイメージセンサ１１０は、スルー画像として用いられる低解像度の動画像と、
記録用として用いられる高解像度の動画像とを取得可能である。高解像度の動画像として
は、例えば、ＨＤサイズ（ハイビジョンサイズ：１９２０×１０８０画素）の動画像が考
えられる。
【００２５】
　ＣＭＯＳ回路基板１１３は、ＣＭＯＳイメージセンサ１１０を制御する。ＣＭＯＳ回路
基板１１３は、ＣＭＯＳイメージセンサ１１０から出力される画像データに所定の処理を
施す回路基板であり、図４に示すように、タイミング発生器１１２およびＡＤコンバータ
１１１を含む。ＣＭＯＳ回路基板１１３は、撮像素子を制御する駆動制御部に含まれる。
　図６に示す放熱板１８６（プレート部材の一例）は、金属等の熱伝導率の高い材質で構
成されている。放熱板１８６は、ＣＭＯＳイメージセンサ１１０において発生する熱を逃
がすために設けられており、ＣＭＯＳイメージセンサ１１０に接続されている。より詳細
には、放熱板１８６は、マウントユニット１５０に装着され、マウントユニット１５０と
隙間を介して配置されている（例えば、図７（Ａ）および図７（Ｂ）参照）。放熱板１８
６の詳細については後述する。
【００２６】
　図６に示すように、フォーカルプレーンシャッタ装置１９０（シャッタ装置の一例）は
、ＣＭＯＳイメージセンサ１１０の前側（被写体側）に配置されており、ＣＭＯＳイメー
ジセンサ１１０の露光を制御する。フォーカルプレーンシャッタ装置１９０は、ＣＭＯＳ
イメージセンサ１１０に光が入射する開状態と、ＣＭＯＳイメージセンサ１１０に入射す
る光を遮断する閉状態と、を切り替える。
【００２７】
　（５：撮像ユニット１２５の詳細構成）
　ここで、撮像ユニット１２５の詳細構成について説明する。
　例えば、撮像素子ユニット１８０がネジによってマウントユニット１５０に装着された
構成は、取付構造としてシンプルになるという点で好ましい。
　しかし、マウントユニット１５０および撮像素子ユニット１８０の各部材の寸法誤差を
考慮すると、撮像素子ユニット１８０をマウントユニット１５０に単に装着しただけでは
製品ごとにフランジバックがばらついてしまうおそれがある。
【００２８】
　そこで、カメラ本体１００では、マウントユニット１５０と撮像素子ユニット１８０と
の間の距離を調整可能な構造を備えている。
　具体的には、図６に示すように、撮像素子ユニット１８０は、３つの調整ネジ１８１お
よび３つのアジャストスプリング１８３（弾性部材の一例）によって、マウントユニット
１５０に装着されている。本実施形態では、３つの調整ネジ１８１および３つのアジャス
トスプリング１８３を用いて、撮像素子ユニット１８０の放熱板１８６の部分が、マウン
トユニット１５０のマウントベース１５２に装着される。
【００２９】
　図７（Ａ）および図７（Ｂ）に示すように、３つのアジャストスプリング１８３（弾性
部材の一例）は、マウントユニット１５０と撮像素子ユニット１８０との間に圧縮された
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状態で配置されている。
　より具体的には、撮像素子ユニット１８０の放熱板１８６は、撮像素子ユニット１８０
の上部から突出する３つのフランジ１８５を有している。アジャストスプリング１８３は
、マウントユニット１５０のマウントベース１５２と放熱板１８６のフランジ１８５との
間に圧縮された状態で配置されている。これにより、撮像素子ユニット１８０は、アジャ
ストスプリング１８３の弾性力によって、マウントユニット１５０に対して離間する方向
へ力を受けている。
【００３０】
　３つの調整ネジ１８１（調整ネジの一例）は、マウントユニット１５０と撮像素子ユニ
ット１８０との間の距離を調整するために設けられている。すなわち、上記アジャストス
プリング１８３の弾性力は、調整ネジ１８１がマウントユニット１５０にねじ込まれるこ
とにより、放熱板１８６のフランジ１８５の面において受け止められる。これにより、マ
ウントユニット１５０と撮像素子ユニット１８０との間の距離を保持することができる。
【００３１】
　３つの充填チューブ１８２（充填部材の一例）は、シリコンゴムやエラストマー等の弾
性材料を用いて管状に形成されている。充填チューブ１８２は、アジャストスプリング１
８３の内周側に、アジャストスプリング１８３と同軸になるように配置されている。さら
に、充填チューブ１８２は、管状の内周側に調整ネジ１８１が挿入された状態で取り付け
られる。
【００３２】
　これにより、調整ネジ１８１をマウントベース１５２にねじ込んでいくと、充填チュー
ブ１８２は、マウントユニット１５０のマウントベース１５２と放熱板１８６のフランジ
１８５との間に挟まれて圧縮される。
　なお、充填チューブ１８２は、熱伝導性を向上させるため、シリコンゴムやエラストマ
ーをベースとして、炭素繊維等を混合したものを用いてもよい。
【００３３】
　また、充填チューブ１８２は、少なくとも１組の調整ネジ１８１およびアジャストスプ
リング１８３に対して設けられていればよい。
　図８（Ａ）および図８（Ｂ）に示すように、調整ネジ１８１は、マウントユニット１５
０のマウントベース１５２にねじ込まれる。調整ネジ１８１は、マウントユニット１５０
にねじ込まれるネジ部１８１ａと、ネジ部１８１ａの端部に形成された頭部１８１ｂと、
ネジ部１８１ａと頭部１８１ｂとを接続する径大部１８１ｃと、を有している。
【００３４】
　ネジ部１８１ａは、外周面にネジ溝が形成されており、放熱板１８６のフランジ１８５
に形成された貫通孔１８５ａに挿入され、後述するマウントベース１５２のボス部１５３
に形成されたネジ孔１５３ａに螺合する。
　頭部１８１ｂは、調整ネジ１８１の上端に設けられ径大部１８１ｃの外周面から径方向
外側に向かって延伸するフランジ状の部分であって、上面に工具等の先端が挿入されて回
転する窪みが形成されている。また、頭部１８１ｂは、図８（Ｂ）等に示すように、組立
て状態において、上記窪みが形成された面とは反対側の面において、放熱板１８６のフラ
ンジ１８５に当接する。換言すれば、撮像素子ユニット１８０の放熱板１８６（より詳細
には、フランジ１８５）は、調整ネジ１８１の頭部１８１ｂのネジ部１８１ａ側の面と当
接している。
【００３５】
　径大部１８１ｃは、ネジ部１８１ａよりも径が大きくなるように形成されており、調整
ネジ１８１は段付きネジとして使用される。そして、径大部１８１ｃは、ボス部１５３の
筒状の部分の内周面の内径とほぼ同等の外径を有している。
　ここで、調整ネジ１８１は、上述したように、撮像素子ユニット１８０とマウントユニ
ット１５０との間の隙間の大きさを調整するための設けられているため、ネジ部１８１ａ
を完全にネジ孔１５３ａ内へと螺合させた締結状態とはなりにくい。
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【００３６】
　この場合、調整ネジ１８１のネジ部１８１ａとボス部１５３のネジ孔１５３ａとの間に
隙間があるため、ボス部１５３に対する調整ネジ１８１の上下・左右方向における位置が
不安定になるおそれがある。
　本実施形態の撮像ユニット１２５では、径大部１８１ｃがボス部１５３の筒状の部分の
内周面の内径とほぼ同等の外径を有している。
【００３７】
　これにより、調整ネジ１８１のネジ部１８１ａとボス部１５３のネジ孔１５３ａとが螺
合した状態において、ネジ部分のがたつきが生じた場合でも、径大部１８１ｃがボス部１
５３の内周面にきっちり嵌り込むことで、上下・左右方向における調整ネジ１８１の位置
合わせを実施することができる。
　図８（Ａ）および図８（Ｂ）に示すように、マウントベース１５２は、撮像素子ユニッ
ト１８０が取り付けられる側に突出する３つのボス部１５３を有している。それぞれのボ
ス部１５３には、撮像素子ユニット１８０が取り付けられる方向に沿って、ネジ孔１５３
ａが形成されている。調整ネジ１８１のネジ部１８１ａは、ボス部１５３のネジ孔１５３
ａにねじ込まれる。また、ボス部１５３は、アジャストスプリング１８３の内周側に、ア
ジャストスプリング１８３および充填チューブ１８２と同軸になるように挿入されている
。マウントベース１５２上に形成されたボス部１５３は、上下および左右方向におけるア
ジャストスプリング１８３の位置決めを行う。
【００３８】
　図８（Ａ）および図８（Ｂ）に示すように、アジャストスプリング１８３は、その弾性
力によって、放熱板１８６のフランジ１８５を調整ネジ１８１の頭部１８１ｂに押し付け
る。このため、調整ネジ１８１およびアジャストスプリング１８３によって、マウントユ
ニット１５０に対する撮像素子ユニット１８０の前後方向における位置決めが行われる。
　さらに、管状の３つの充填チューブ１８２は、フランジ１８５とマウントベース１５２
との間に調整ネジ１８１およびアジャストスプリング１８３と同軸になるように装着され
ている（図６参照）。
【００３９】
　図８（Ａ）は、調整ネジ１８１がマウントベース１５２にねじ込まれる前の状態を示し
ている。充填チューブ１８２は、調整ネジ１８１が挿入される内径部１８２ａと、アジャ
ストスプリング１８３の内周側に挿入される外径部１８２ｂと、を有している。充填チュ
ーブ１８２は、上述したように、調整ネジ１８１およびアジャストスプリング１８３のそ
れぞれに対して同軸になるように配置されている。
【００４０】
　図８（Ｂ）は、調整ネジ１８１をマウントベース１５２にねじ込んだ後の状態を示して
いる。調整ネジ１８１をねじ込んでいくと、フランジ１８５とボス部１５３との間の距離
が小さくなることにより、充填チューブ１８２は、圧縮変形して、内径が縮小すると共に
外径が増加する。
　図８（Ｂ）に示す状態では、充填チューブ１８２の内径部１８２ａがネジ部１８１ａに
密着し、かつ充填チューブ１８２の外径部１８２ｂがアジャストスプリング１８３の凹凸
形状に沿って密着する。このように、調整ネジ１８１をねじ込んだ状態では、調整ネジ１
８１とアジャストスプリング１８３との間の空間を充填チューブ１８２が充填した状態と
なる。このため、充填チューブ１８２がネジ部１８１およびアジャストスプリング１８３
に対して接触する面積が増加するため、充填チューブ１８２を介して効率よく熱を伝達す
ることができる。この結果、ＣＭＯＳイメージセンサ１１０において発生する熱を、効率
よくマウントユニット１５０側へと伝えることができる。
【００４１】
　すなわち、充填チューブ１８２のない従来の構成と比較して、ＣＭＯＳイメージセンサ
１１０により発生する熱を、調整ネジ１８１、充填チューブ１８２、およびアジャストス
プリング１８３を介して、マウントユニット１５０に効率良く伝えることができる。
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　より詳細には、アジャストスプリング１８３の内周側に挿入された充填チューブ１８２
は、調整ネジ１８１をねじ込んでいくと、図８（Ｂ）に示すように、その後ろ側の端部に
おいて、撮像素子ユニット１８０の放熱板１８６のフランジ１８５の面に対して当接する
。そして、充填チューブ１８２における前側の端部は、マウントベース１５２上に立設さ
れたボス部１５３の端部に当接している。さらに、調整ネジ１８１をボス部５３にねじ込
んだ状態では、上述したように、充填チューブ１８２が内径側および外径側に膨張した状
態となって、充填チューブ１８２の調整ネジ１８１やアジャストスプリング１８３に対す
る接触面積が増大する。
【００４２】
　これにより、撮像素子ユニット１８０側において生じた熱は、放熱板１８６、充填チュ
ーブ１８２、アジャストスプリング１８３、調整ネジ１８１およびマウントベース１５２
のボス部１５３を介して、効率よくマウントユニット１５０側へと伝達される。
　（６：デジタルカメラ１の主な特徴）
　撮像素子が動作しているときに発生する熱は、撮像素子ユニットからネジおよびコイル
バネを介してマウントユニットに放熱される。しかしながら、ネジとコイルバネとは主に
点で接触していることから、撮像素子ユニットで生じた熱をネジおよびコイルバネを介し
てマウントユニットへ効率よく伝達するという観点からは十分とは言い難い。特に、撮像
素子の発熱量が多い場合には、十分な放熱が行われないおそれがあった。
【００４３】
　本実施形態のデジタルカメラ１の撮像ユニット１２５では、組立時において、マウント
ユニット１５０と撮像素子ユニット１８０とが、調整ネジ１８１、アジャストスプリング
１８３および充填チューブ１８２を介して熱的に接続される。
　このため、マウントユニット１５０と撮像素子ユニット１８０とが調整ネジ１８１およ
びアジャストスプリング１８３のみで接続される従来の構成と比較して、撮像素子ユニッ
ト１８０において発生した熱がより効率よくマウントユニット１５０に伝達され、動作中
の放熱効率を向上させることができる。
【００４４】
　また、充填チューブ１８２は、弾性材料によって形成されているため、組立時の調整を
阻害することがない。また、調整ネジ１８１をねじ込んだ状態では、調整ネジ１８１と充
填チューブ１８２とが密着すると共に、アジャストスプリング１８３を構成するらせん状
の巻き線の間に充填チューブ１８２が入り込み、巻き線間の熱が充填チューブ１８２を介
してマウントユニットに向けてまっすぐ伝達される。
【００４５】
　よって、アジャストスプリング１８３の巻き線のみをらせん状に伝達されるよりも、熱
が撮像素子ユニット１８０からマウントユニット１５０へ伝わりやすくなるため、より放
熱効率を向上させることができる。
　また、本実施形態の撮像ユニット１２５では、充填チューブ１８２がアジャストスプリ
ング１８３の内周側に配置されている。
【００４６】
　これにより、調整ネジ１８１をねじ込んでいくと、放熱板１８６のフランジ１８５とマ
ウントベース１５２のボス部１５３との間に挟まれて圧縮された充填チューブ１８２が内
径側および外径側へと膨張する。このとき、充填チューブ１８２のアジャストスプリング
１８３および調整ネジ１８１に対する接触面積は増大する。このため、撮像素子ユニット
１８０において生じた熱を、より効率よくマウントユニット１５０へ伝達することができ
る。
【００４７】
　さらに、本実施形態の撮像ユニット１２５では、フォーカルプレーンシャッタ装置１９
０が、熱が伝達される撮像素子ユニット１８０とマウントユニット１５０との間に挟まれ
るように配置されている。
　ここで、撮像素子ユニット１８０において生じた熱は、撮像素子ユニット１８０の端部
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に配置された放熱板１８６のフランジ１８５から、調整ネジ１８１、充填チューブ１８２
、アジャストスプリング１８３等を介して、マウントベース１５２のボス部１５３へと伝
達される。
【００４８】
　すなわち、撮像素子ユニット１８０からマウントユニット１５０への熱の伝達ルートは
、撮像素子ユニット１８０の外縁部の一部からマウントユニット１５０の外縁部の一部へ
と設けられている。このため、撮像素子ユニット１８０とマウントユニット１５０との間
に挟まれるように配置されたフォーカルプレーンシャッタ装置１９０が、熱の影響を受け
ることを防止することができる。
【００４９】
　（７：他の実施形態）
　本開示は、前述の実施形態に限られず、本開示の趣旨を逸脱しない範囲で種々の修正お
よび変更が可能である。
　（Ａ）
　前述の実施形態では、ＣＭＯＳイメージセンサ１１０を例として挙げて、本技術の撮像
素子について説明した。しかし、本技術における撮像素子は、上記実施形態で説明したＣ
ＭＯＳイメージセンサ１１０に限定されない。
　例えば、撮像素子は、ＣＣＤ（Charge-Coupled Device）イメージセンサなどの、光電
変換により被写体の画像データを生成できる構成であればよい。
【００５０】
　（Ｂ）
　前述の実施形態では、マウントユニット１５０を例として挙げて、本技術のマウントユ
ニットについて説明した。しかし、本技術のマウントユニットは、上記実施形態で説明し
たマウントユニット１５０に限定されない。
　例えば、マウントユニットは、交換レンズユニット２００を装着可能であれば、一体形
成された部材であってもよい。
【００５１】
　（Ｃ）
　前述の実施形態では、アジャストスプリング１８３の内周側に充填チューブ１８２を配
置した構成について説明した。しかし、本技術では、アジャストスプリング１８３と充填
チューブ１８２との位置関係は、上記実施形態で説明した内容に限定されない。
　例えば、アジャストスプリング１８３の外周側に充填チューブ１８２を同軸状に配置し
てもよい。この場合には、調整ネジ１８１をねじ込んだ状態において、アジャストスプリ
ング１８３の外周側からせん状の巻き線の間に充填チューブ１８２が入り込む。この結果
、上記実施形態と同様の効果を得ることができる。
　要するに、本技術においては、アジャストスプリング１８３および充填チューブ１８２
が同軸状となるように配置されていればよい。
【００５２】
　（Ｄ）
　前述の実施形態では、ボス部１５３の後ろ側に充填チューブ１８２が配置される構成に
ついて説明した。しかし、本技術では、ボス部１５３と充填チューブ１８２の位置関係は
上記実施形態で説明した内容には限定されない。
　例えば、ボス部１５３の外周側、かつアジャストスプリング１８３の内周側に充填チュ
ーブ１８２を配置して、これら３つの部材が同軸となるように配置されてもよい。
【００５３】
　要するに、本技術では、調整ネジ１８１、アジャストスプリング１８３および充填チュ
ーブ１８２の３つの部品が同軸となるように配置されていればよい。
　以上のように、添付図面および詳細な説明によって、出願人がベストモードと考える実
施の形態と他の実施の形態とを提供した。これらは、特定の実施の形態を参照することに
より、当業者に対して、特許請求の範囲に記載の主題を例証するために提供されるもので
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ある。したがって、添付図面および詳細な説明に記載された構成要素の中には、課題解決
のために必須な構成要素だけでなく、それ以外の構成要素も含まれ得る。そのため、それ
らの必須ではない構成要素が添付図面や詳細な説明に記載されているからといって、直ち
にそれらの必須ではない構成要素が必須であるとの認定を受けるべきではない。また、特
許請求の範囲またはその均等の範囲において、上述の実施の形態に対して、種々の変更、
置き換え、付加、省略などを行うことができる。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本技術は、撮像装置に用いられる撮像ユニットに広く適用可能である。
【符号の説明】
【００５５】
　　１　　　デジタルカメラ
１００　　　カメラ本体
１２５　　　撮像ユニット（撮像ユニットの一例）
１５０　　　マウントユニット（マウントユニットの一例）
１８０　　　撮像素子ユニット（撮像素子ユニットの一例）
１８１　　　調整ネジ（調整ネジの一例）
１８１ａ　　ネジ部
１８１ｂ　　頭部
１８１ｃ　　径大部
１８２　　　充填チューブ（充填部材の一例）
１８３　　　アジャストスプリング（弾性部材の一例）
１８６　　　放熱板（プレート部材の一例）
１９０　　　フォーカルプレーンシャッタ装置（シャッタ装置の一例）
２００　　　交換レンズユニット
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